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今年度のコーディネーター講座は、現在、特別支援教育を支える学問として注目されている応用行

動分析を取り上げました。そして応用行動分析で全国的にご活躍の （桜花学園大学）奥田健次准教授

に連続講座をお願いしました。日程は次のとおりです。

６月３０日（月）講座１：応用行動分析の基礎理解

７月１０日（木）講座２：事例を通して学ぶ応用行動分析１

１１月１３日（木）講座３：事例を通して学ぶ応用行動分析２

１月２２日（木）講座４：事例を通して学ぶ応用行動分析３

講座１はロールプレイなども交えながら応用行動分析の基礎理解ができるように、本校のコーディ

ネーターが実施します。講座２～４は奥田先生に事例を通して教えていただきます。いずれも時間は

１５：３０～１７：００、会場は本校ボランティア室です。

講座２以降の日程は変更の可能性があります。なお、

今回もコーディネーターをされている方だけでなく、特別支援教育に関わりのある方を対象とさせ

４回の講座すべてに参加できる方に限らせていただきます。ていただきますが、

お申し込みはこのＨＰにも載せている申込用紙でお願いします。

３つのネットワークの最後、備前・和気のネット

ワーク会議が開催されました。備前市では事業所が

とてもたくさん参加してくださっており、それぞれ

丁寧に仕事内容や支援できる事項をお話いただきました。

後半は就学前・就学中と卒業後の２つの分科会に分かれ、情報交換をしました。

就学前・就学中の分科会では、小中、中高の連携の必要性、特に中学校から高等学校への情報が

受験の関係もあり、なかなか伝わりにくいことが話題になりました。幼稚園・保育園からは「診断

がされていない子どもで気になるケースが増えてきており、気になったまま卒園させてしまった子

。 。」 。 、もいる 保護者がどこに相談に行ったらいいかわからない などの話題提供もありました また

不登校や発達障害などの悩みを抱えている親同士が集まる機会があればいいのではないかという話

題もでました。

卒業後の分科会では、実際に職場に出たときの課題とともに、就職後のフォローの大切さや、県

民局等の行政とリンクしながら職場同士が連携したり地域を耕したりしていこうという意見が出さ

れました。

 

 
 


